
毎月1回20日発行 (昭和31年3月28日第三確認使物馳可)

Lmと鰹鞄繕
編　　集　　大　町　山　岳　博　物　館
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黒　部　五　郎　岳　　写真は東北に向いた大カールを抱いた黒駈郎岳です｡北アルプスの山々のカールはたいてい
山の束斜面に見られます｡水晶山や薬師岳が良い例ですが､黒部五郎の場合は稜線と並行的に

Mt･ Kurobegoro　東側へ口を開けています｡なぜカールは東又は東北斜面に限るのかは興味ある研究課題です｡
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日　本　ア　ル　プ　ス　の　氷　河

100万年　　70万年　　　　　　30万仕　上5万年

氷　河　の　山

日本人によるヒマラヤ遠征や南極調査などが行われるようになっ

た現在では､氷河ということばも私たちに大変親しみ易いものと

な｢てきた｡青氷の色に輝く妖しい氷河の美は登山家達を8000mの

峯に導いた山の魅力の大きな要素だったであろう｡ 71ぐ河-それは

巨大な氷のか7こまりであり､それ自体の重さのために斜面にそって

ずるずると滑り下るのである｡と言っても､速さは一般に遅く､ 1

日に数cm～10数cmであり､最も速い例でも1日に18-19mといお

れる｡そして､このような氷河は滑り下る途中で､岩をけずり取り

末端に多量の岩層を運びだして来る｡はこびだされた岩層は堆石堤

(千レ一ン)と呼ばれるいろいろな形の丘を作るのである｡

氷河はなぜできるのだろう｡それは簡単に言って､降り積った雪

が消えてしまわずに､いつまでも融け,たり凍ったりしているからで

ある｡このような万年雪の残る場所では降雪と融雪とが一年中釣り

合っており､その高さは山によってきまっている｡万年雪のある山

ではその下限が雪線(気候的雪線)であり､この線から上では､雪

が累積して氷河が育つかすである｡雪線の高さは気候によってちが

ってくるものであり､一般的には緯蛙が高くなる程低下するが､卓

越風や海源､降水量などによっても多少変えられるのである｡

氷河もいくつかの種猿に分けられる｡グリーンランドや南極には

大規模な大陸氷河が見られ､雪線の低いカナダ､アラスカなどでは
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山麓氷河が発達する｡そして雪線が山麓まで降りていない山ではア

ルプス型氷河がかゝる｡

日　本　の　氷　河

目刺こむかし氷河があった事は今では謹もうたがう者はない｡それ

はいたる所の高山に昔氷河がけずり取ったU字形の谷(カール)辛

氷河の末端まで運ばれて堆積した岩層(堆石堤又はモレーン)がぞ
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写真下､大きな谷が立山の

御山谷｡典型的なU字形谷

であり､氷河の豊富な氷が

あふれ出て作りあげた氷河

地形である｡ Ce局線影)
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北アルブスの氷河地形

''- - -r'墨-iy醤∵京三番:

｢i葛i

I._S- 

i'.＼､ぎ†' =●~:/ 蛤..,一 ＼● チ..-.＼滞日､` ヽ r)㍗//*tr`､ー 刳ﾇ - ヽ一 一着 ∵● 

-'& 

I.豊子`ノノ 

構造土といってもいろいろな稜頚が上げられている｡ハンモック状土､階

段状砂礫､亀裂土､波状土､環状砂礫などである｡この写真は環状砂礫であ

り､こうしたものは平坦地では六角状の曲型的な形を示すことがある｡環状

砂礫は亀甲砂礫とも呼ばれ､高緯度地方にもひろく分布しており､日本のも

のはスピッツーりレケンやグリーンランドのものよりずつと小規模である｡

のまゝ残っているからである｡

ヒマラヤやアルプスには今もなお多くの氷河が='=き生きと流れてい

るが白衣の氷河は既に死んでしまっている｡では一体北アルプスの

氷河の出来た時代はいつ頃かというと､今迄に世界的に大きな氷期

は新生代の第四紀になって四回あったか後の二回のリス氷期(今か

ら数万年前)とヴエルム氷期(今から1万数千年前)に出来たもので

はないかと考えられている｡前の二回のギエソツ氷期とミンチル氷

期の頃は北アルプスはまた低くて氷河がかゝらなかったと思おれる

次に比の時代の気温は今よりどの位低かったかというと大体8c c
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～100 C位低く雪線は北アルプスでは2 6 00m位であった(現在

日本の雪線の推定の高さは3 5 0 0m位?)したがってこれJ>)上の

所では雪は年ごとにのこり､その量が累積し､やがて巨大な氷塊と

なって滑降をはじめるあげである｡このようにして過去の日本には

氷河が高山に誕生したのである｡

これ等の氷河地形の多く残されているのは北アルプスでは槍､穂高

剣､立山連峰､三保蓮華､黒岳､針ノ木附通と薬師岳とである｡

特に野口五郎の池はうたがいもなくカール底湖であってまわりの美

しい山々の姿を湖面に映している｡薬師岳東面の三個のカールはお

そろしく､北アルプスの中でもっともみごとなものであろう｡

構　　造　　土

日本アルプスなどで2000m以上の高原を歩いていると､しばしば

写真にあるような模様をみつけておどろくことがある｡これは日本

ばかりではなく､スピッツベルゲン島やスカンジナビヤ半島の国々

でも注目されている｡これらの模様は勿論人間が作ったのではない

こうした並び方をしている砂轢の類を構造土と呼んでいるが､構造

土は低緯度又は高山という低温地域にのみ見られるのが特徴であり

氷河周辺地形の一つに数えられるものである｡そして､このような

地形を牛む気候は永浦周辺気候と呼ばれている｡

日本には現在永細よ残存していないが､氷河の周辺にあるような

寒冷な気候(氷河周辺気候)が存在しており､そのような気候の下

で構造士が作られている｡構造土は平地な画だと数10cmから1m

くらいの直唾でなちび､傾斜がますと棒山形となり､ついにあらい

轢と細い膜が並行状になる｡陳の動きを注意してみると､かわらで

も寵ねたような集り方をするという｡このような動きは霜の作用に

よって起るのだという考えと雪のとけるときの対流作用が原因だと

いう二つの考えがあって専門家の間でもまだ結論が出ていない｡こ

の構造土は乗鞍岳､御重､薬師岳､などに特に発達しているが､そ

の他多くの山の平坦面には完全なものや不完全なものが兄い出され

る｡大町に近いところでは白馬に結く天狗尾根や蓮華岳に見られる
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開　館　し　た　本　館
博物矧ま7月20日から旧館を閉じて､新館への移転を開始した｡こ

の間､東京教育大学博物綿羊受講生の夏季実習に続いて､東京都内

中学生を対象にした山の自然科学教室と忙しい期間であった｡しか

し､本館塗装など仕上げ工蜜と並行して醍京作業が着々進められた

山の都大町市と海の都糸魚川市が初めて結ばれた8月15日､この地

方にとっては末長く記念すべき全通の日に開館を迎えた｡博物館は

昭和26年11月1日旧館に開館してから二度目の開館であり､昆虫の

生活史からいえば､二回目の脱皮にひとしく､ -飛躍の時期をむ

かえたわけである｡本館は二階建延370坪であり､喪示室.研究室

資料室､工作室､講堂､事務室､宿泊施設など博物籍経営に必要な

諸施設をもっている｡また本館周囲一万坪の敷地には付属動植物

園､野外開場､遊園地などをもつ総合文化園を計画して着々準備を

進めている｡
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文政8年凶作があった｡特に四ケ庄葱地

(白馬村)は著しく年貢や麻の低廉など
､多くの原因が重なり､百姓一揆が起っ

Tt｡安曇平の富豪の家を破かいし､商安

よせた｡この時に全

ナノ牛の皮で作られ

た赤蓑を着ていたので赤簑騒動と呼ばれ

ている｡　【写真は赤みののみやげ品】

(博物館だより) 7月27日第2次移転作業完了　28日～31

日館内整備　8月1日-14日展示作業(1日-3日展示計画決定

4日～5日主筆偏　6　日～10日階下郷土室生物室展示11日～14日

階上山岳室地学窒霞示) 3日館内工事検了　7日塗装工車検了15

日開館(大糸線全通記念のため15､ 16の2日間無料公開)18日同好会

主催野外コンサート開催(餌庭42人参加学校鮨員外2名講師) 19日

映画会開催

お願い　本紙の購読御希望の方は1年分暁詫料170

円(郵送料共)を現金書留または郵便為替､郵便切

手で御送り下さい｡　　　　　　　大町山岳博物舘
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懸案の大糸線開通

大糸線の起源は大町､糸魚lIi線の碩学を取って名つけられた｡そし

て大町側の南線と糸魚川の北線は結びつけられる日を待ち聖んでい

た｡長正建設事務所がこの間の建設に着手したのは大正15年10月で

ある｡建設工事は糸魚Iiiと大町から逐次進められ昭和12年6刷こぼ

信濃鉄道(大町一一校京間)が鉄道省に買収されて大糸南線は松本

一一中土問となった｡この頃､中土一一小滝間18キロの難所が残さ

れていたが､漸次建設工事は進められた｡しかし､支那事変は大東

亜戦争に発露し昭和15年､全通を目前にひかえた線路も止めを刺さ

れた｡終戦を迎えて昭和27年4月､地元の熱意で工事が中開された

こうして､奇しくも昭不随軍8月15日の終戦記念日に信濃路と北陸

道の交流が始まった｡思えば31年間の良い苦闘の歴史であった｡

【写真は8月1 5日の処女列車】

山　岳　会

香　川　山　岳　会

-香川県仲多度郡琴平町-

個々に活動していた県下の高大をまと

めて一つの会として､微力ながら我国山

岳界につくそうと結合､設立したのは昭

和27年9月､会員は23名､ 28年､ 29年､

30年と国体山岳部門に高大を送っている｡厳冬期の石龍山及び･剣山

系の雪中幕営縦走､ 130Kの讃岐(さぬき)山脈の全推定､会員が

県下各地に散在して活躍している｡バッヂは小判型の銅製で山を図

案化したものに会名をローマ字で配したもの､麻野氏の作｡

自　然　公　園　利　用　の　指　導　に

自然公園の適正な利用を指堪するために､本絹の国立公園指導員が

主体になって､ 8月23日より一週間にわな_つて北アルプスに入山す

る｡隊は凹地に分かれ､白馬､鹿島､烏帽子､薬師､立山､剣の各

連峰で､特に自然愛護と公園の利用道徳剛こついて指導する｡文同

時に奥黒部に設置されている雨量計の点検も行う｡

後記　▲台風シーズンをむかえ､ ｢さよなら夏山｣といったとこ

ろ｡今年の山は前半雨にうたれたが､ 8月に入って快晴続き､登山

者も昨年を上廻った▲と同時に高山植物も荒らされた｡悲しいかな

遭難も昨年以上だ｡ことばを借りよう｢山を愛し､山を科学し､自

己を養い､遭難を排除しまう｣と｡
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